
 

髙岡高等学校定時制 安全教育全体計画 

安全上の課題 
〇南海トラフ地震発生時

の津波の浸水区域には

なっていない高校であ

り、地域の避難所に指定

されているが、地盤が約

2.0m 沈むと想定されて

いる。 

〇津波浸水区域に住む生

徒や教員がいる。 

〇ほとんどの生徒がスマ

ートフォンを使用して

いる。SNS によるトラ

ブル防止、ネット依存に

課題がある。 

〇通学に原付バイクや自

動車の使用を許可して

いるため、交通安全指導

の必要性がある。 

 学校教育目標  安全管理 
〇AED動作点検 

〇学校設備安全点検 

〇火災報知器点検 

〇昇降機点検 

〇プール水質検査 

〇劇物等保管点検 

〇備蓄品確認 

 

安全に関する組織活動 
〇救急救命講習会 

〇熱中症対策研修 

〇シェイクアウト訓練・土佐

市総合避難訓練 

〇避難訓練 

〇基礎学力の向上 

〇基本的生活態度の育成 

〇進路希望の実現 

〇生徒理解と支援 

○人権教育の推進 

  

安全教育の目標  

 ①自らの命を守ることができる生徒の育成 

②何が危険かを理解し、危険を察知した際に、回避や的確な対処がで

きる生徒の育成 

③交通ルールを守り、安全な生活を過ごすことができる生徒の育成 

 

学 年 別 重 点 目 標 

【１年生】 【２年生】 【３・４年生】 

【生活安全】 

○安全な学校生活を送るために、規則を理解したうえ

で守り、学校生活を送ることができる。 

【交通安全】 

○通学路における危険を予測し、安全に登校すること

ができる。 

【災害安全】 

○南海トラフ地震について知り、地震発生から発生後

に起こる災害から自分や家族、地域住民の命を守

ることの大切さを理解する。 

【生活安全】 

○安心して過ごせる集団について理解し、他者への思

いやりの心を持ち学校生活を送ることができる。 

【交通安全】 

○自分を律し、交通ルールを遵守する態度を身に付け

る。 

【災害安全】 

○自分たちの地域と災害について知り、災害を自分自

身のこととして真剣に考える態度を身に付ける。 

【生活安全】 

○卒業後、地域社会の一員として、自他の安全を守る

ための言動ができる知識と行動力を養う。 

【交通安全】 

○地域と社会の一員として、自他の安全に責任を持

ち、交通ルールを遵守する言動ができる。 

【災害安全】 

○南海トラフ地震をはじめとする災害に対する危機

感を常に持ち、自他の安全のために備え、行動す

ることができる。 

 

 

関連する主な領域及びその指導内容 

 【１年生】 【２年生】 【３・４年生】 

教 

科 

〇保健 

 ・救命救急法 

〇地学基礎 

 ・過去の大災害について 

・火山活動と地震 

○コミュニケーション英語Ⅰ 

 ・災害に関連する国際共通語 

 

〇科学と人間生活 

 ・プレートテクトニクス 

 ・地震と津波のメカニズム 

 ・降雨災害・ハザードマップ 

○家庭基礎 

 ・衛生について学ぶ ・防犯について 

 ・災害への備え（住居について考える） 

○数学Ⅱ 

・地震波と三角関数 

〇日本史 

 ・歴史の中の自然災害 

〇地理 

 ・世界の地形と自然災害 

 ・日本の自然環境と自然災害 

○地学基礎 

 ・プレートの運動 

〇物理基礎 

 ・地震波 ・建造物の耐震・制震・免震 

○生活産業基礎 

 ・防災グッズや備蓄品の開発 

総
合
的
な
学
習
・

探
究
の
時
間 

〇南海トラフ地震発生を想定した自らと地域の課題を見つけ、課題解決に必要な具体的な手立てを考え、実行できるようになる。 

 ・南海トラフ地震の規模、地域に及ぼす影響について知る。 

 ・防災の視点を含めた土佐市と自分の住む地域の実状と課題について考える。 

 ・どんな場所で地震に遭っても身を守ることができるか、日常生活を振り返る。 

 ・災害発生後、自らの命と地域住民の命を救う言動ができる。 

 ・避難生活の場で、地域住民の一員として共に助け合うことができる。 

特
別
活
動 

ホ
ー
ム
ル
ー
ム

活
動 

○防災 LH 

・登下校時の避難場所の設定と見直し、地域の避難場所・避難経路の確認 

○非行・薬物乱用防止教室 LH 

・薬物がもたらす人体への影響と薬物を使用することの社会的影響を知る 

〇不審者等に対する指導 

・犯罪予告メールや不審者に関する情報や対応を確認 

学
校

行
事 

〇交通安全指導 

〇シェイクアウト訓練 

〇避難訓練（新たな危機に対する対応を含む） 

 

課
外
活

動 

なし 

  

安全教育の成果を測る指標 

○ルールやマナーを守り、自他ともに安全で安心して過ごせる環境を目指して行動する態度が身についているか。（言動・振り返りシート） 

〇災害を自分のこととしてとらえて真剣に向き合い、自分や地域の人たちのために行動することができるか。（言動・振り返りシート） 

 


